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７．まとめ
　以上のとおり，本プラントにおける冷凍機システムの
再構築工事をきっかけに実施した，地域全体最適化の取
り組みについて紹介させていただいた。最適システムの
設計による高効率機器を更新することにとどまらず，改
めて，基本に立ち戻り，運用を取り巻くシステム全体を
見据えた最適化をはかることにより，より省エネ，安定
運用が実現できると考えている。
　図－21に年度別プラントエネルギー効率の推移を示
す。システム再構築前に0.78であったエネルギー効率は，
設計段階の目標値0.88を大きく超え，現時点で0.96に達
している。これは，単なる機器更新では実現できないと
考えている。運用の側面から運転管理者をはじめ，関係
者とともに，最適化をはかっている結果と確信している。
今後も同様な取り組みを継続し，さらなる向上をめざし
ている。
　本事例のような試みは，需要家（お客さま）の協力が不
可欠であり，今回の取り組みの中でも，何回もの打ち合
わせ，実測時の現場立ち会いなど多大なご協力をいただ
きました。末筆ながらビル管理者である三菱地所プロパ
ティマネジメント㈱の関係者の方々にお礼を申しあげま
す。

＜参考文献＞
⑴　小山他，地域冷暖房における搬送動力と熱ロスに関する調査，
空気調和・衛生工学会大会学術講演論文集｛2014.９.３〜５（秋田）｝

＜参照＞
「ヒートポンプとその応用　No.90」
─実施例─　「オー・エー・ピー熱供給エネルギーセンターにおけ
る河川水利用地域冷暖房」

④　冷水往返り温度差の改善効果
　図－18にオフィス棟冷水受入施設における冷水流量
と往返り温度差の関係について，設定変更前・変更後
の２週間分をそれぞれ示す。
　図－18をもとに各流量範囲で温度の平均値の比較を
図－19に示す。おおむね，0.5〜1.0℃の改善をはかる
ことができた。
⑤　需要家ブースターポンプ削減電力量
　STEP1，STEP2で得られた冷水流量と電力量の関
係式により，ブースターポンプ電力量の年間削減効果
を試算した結果を図－20に示す。ブースターポンプの
年間消費電力量は，47％の削減を達成した。同時に，
プラントの搬送動力の削減などエネルギー効率の向上
に寄与している。
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図－19　受入冷水流量と往返り温度差平均値の比較
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図－20　ブースターポンプ年間削減電力量試算結果
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図－21　年間プラントエネルギー効率の推移


